
グーテンベルクの『四十二行聖書』
ファクシミリによる復刻版

（宗教センター蔵：相模原キャンパスウェスレー・チャペルに展示中）
写真は新約聖書マタイによる福音書第１章部分 

案  内

今年度主題聖句
「よく言っておく。この最も小さな者の一人にしたのは、

　　　  　　　　　　　　　　　　　すなわち、私にしたのである。」

（マタイによる福音書  第25章40節）

青山学院大学礼拝週報青山学院大学礼拝週報
神の国節第1週2026. 6.1.
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青山学院大学で学ぶ皆さんが、気軽に安心して聖書やキリスト教文化に触れ、自身と聖書や
社会とのかかわりについて考えることのできるひと時です。この機会に是非参加してみませんか？  
詳細は個別の案内を参照してください。

「聖書に親しむ会」「キリスト教文化に親しむ会」 参加者を募集しています

問合先： 宗教センター  agcac@aoyamagakuin.jp

★聖書に親しむ会

青　山 （隔週）
相 模 原

青山/オンライン可
相 模 原
相 模 原

タ　イ　ト　ル

★キリスト教文化に親しむ会

青  山・相模原
/オンライン可（不定期）

青山/オンライン可
青山/オンライン可
相模原/オンライン可
青　山 （不定期）

David Reedy

山 本　美 紀
山 本 与志春
井 口　幹 夫
島 田　由 紀

キリスト教学校で働きたい人の交流会

賛美歌を創ろう！
院長マジラン
カフェ・アルファ（Café Alpha）
名画とともに聖書に親しむ

疲れた心に沁みる聖書の言葉
聖書入門
ダビデ物語を読む
ヨハネの黙示録をみんなで読み終える
キリストの愛に基づくグリーフケア

水

木
金
金
土

12：35 ～ 13：15

12：40 ～ 13：05
12：30 ～ 13：10
12：35 ～ 13：15
15：30 ～ 16：00

森 島　　 豊
和 寺　悠 佳
塩 谷　直 也
大 宮　　 謙
岩 上 真歩子

火
火
水
木
金

12：30 ～ 13：00
12：35 ～ 13：05
12：35 ～ 13：05
12：40 ～ 13：10
12：35 ～ 13：05

担  当  者キャンパス等 タ　イ　ト　ル時　  間曜日

担  当  者キャンパス等 時　  間曜日

　イエスの母マリアは、ルカ福音書
において最も陰影深く描かれています。
マリアはナザレというガリラヤの町に
住む貧しい女性でしたが、信仰深く
敬虔な人物でした。イエスを聖霊に
よって身ごもることを知らされると､
｢お言葉どおり、この身になります
ように」と答えています。そのあとで「マリアの賛歌」と呼ばれる深く壮大な歌を
うたっています（ルカによる福音書第1章46～55節）。
　また、不思議な出来事に出会うとそれらを心に留めて、思い巡らす女性でもあり
ました。イエス誕生時も、また12歳の時にイエスが神殿で学者たちと議論をして
いた時も同様でした（ルカ による福音書第2章19節、51節）。
　しかしそれはマリア崇拝につながるものではではありません。マリアは「女の中
で祝福された方」、「主のお母様」と呼ばれますが（ルカによる福音書第1章42、43
節)、それは彼女を神聖化するものではなく、むしろ神の言葉を聞き、それを守って
生きる人間の模範です。彼女はイエスの十字架刑を見届けた一人であり、さらには
キリスト教会誕生前の弟子たちの共同体の中で重要な存在であったと考えられます
（使徒言行録第1章12～14節）。エフェソス公会議（431年）はマリアが「神の母」で
あると確認しました。

聖書の人々 ［41］
「イエスの母マリア」
   Mary the mother of Jesus

教会暦と典礼色

　キリスト教には教会暦と呼ばれる固有の暦があります。古くから人々は、時間も神が与えて

くださったものであることを覚え、教会暦にそった祝祭日を祝うことで、イエス・キリストの生涯

を覚えつつライフ・スタイルを整えてきました。この教会暦には象徴となる典礼色も定められて

います。呼称や期間区分は教会によって多少異なりますが、本学では合同メソジスト教会の

教会暦にもとづいて、「待降節」（紫＝悔い改め）、「降誕節」（白＝栄光・喜び）、「公現節」(緑＝

恵み・希望・成長）、「受難節」（紫＝悔い改め）、「受難日」（赤＝血・贖罪）、「陰府下り」（黒）､「復活節」

(白＝栄光・喜び）、「聖霊降臨週」（赤＝火・力）、「神の国節」（緑＝恵み・希望・成長）、という

周期を用い、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷色もこれに合わせています。

本学在学中に、教会で洗礼を受けられた方は、各キャンパスの宗教センターにお申し出
ください。記念品を用意しています。

洗礼を受けられた方へ

クリスマス エピファニーアドヴェント

レ  ン  ト よ  み  くだ

ペ ン テ コ ス テ

イースター



今週の聖句
解説：聖書の語る真理とは「十字架にかけられたイエスが救い主だ」ということです。そこに神の愛が現れています。聖書は証言します。私たちの罪の裁きを、イエスが十字架上で
身代わりで受けられた、神ご自身が呪われる必要があったのだということを。それほどの罪が人間にあると聖書は認識しているのです。私たちにはそれが理解できません。しかし、
神ご自身であられる真理の霊が来られると、そのことが分かる、というのです。

「その方、すなわち真理の霊が来ると、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれる。」（ヨハネによる福音書  第16章13節）

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂 夕礼拝／短大礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル
（月～金・10時30分～11時） （火・18時30分～19時）

6月1日（月）6月1日（月） 6月2日（火） 6月3日（水）
夕礼拝

6月4日（木） 6月5日（金）6月4日（木）

6月2日（火） 6月2日（火）

6月3日（水） 6月5日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　身﨑真理子

（灰色） 56
マタイ 7：13,14
　　　　  （新11頁）
「狭い門は
　  狭い門ではない」

（灰色） 28

司式　和寺　悠佳
説教　馬場　康夫
　　  （小田原十字町教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　清水　奏花

（茶色） 79
マルコ 5：1～20　
　　　　  （新68頁）

「自分を取り戻す場所」

（茶色） 543

司会　総3 神林 詩音
説教　徳田　宣義
　　　 （桜新町教会牧師）

説教　左近　　豊
　　　 （大学宗教主任）

司会　国2 田辺 なな
説教　坂井　孝宏
　　　 （湘南恩寵教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　身﨑真理子

（灰色） 493
Ⅰコリント 12：14～26
　　　　（新310頁）

「持ち味を発揮する」

（灰色） 88

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（茶色） 333（1, 4節）
ルカ 17：7～10
　　　　（新140頁）
「取るに足りない
　　　　　  僕です」

（茶色） 540

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（茶色） 420（1,3,5節）
使徒言行録 2：1～4
　　　　（新210頁）
「異なるものの間に
　　　　　風が吹く」

（茶色） 542

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（灰色） 461（1,2節）
エレミヤ 32：43
　　　 （旧1224頁）
「砂漠の先を見る
　　　　　まなざし」

（灰色） 461（3節）

司式　藤原　淳賀
説教　田村　　博
　　　 （茅ヶ崎教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） Ⅱ144
ヨナ 2：1～4,8～11
　　　 （旧1426頁）
「私は主を
　　　思い起こした」

（茶色） 539

説教　大宮　　謙
　　　 （大学宗教部長）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（茶色） 312
マルコ 12：1～8
　　　　  （新84頁）

「これだけは、よろしく！」

（茶色） 541

コンテンポラリー礼拝

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） Ⅱ157　
ヨハネ 4：11～14
　　　　（新166頁）

「神が与える水を飲む」

（茶色） 544

司会　REEDY, David W.
説教　吉田　真司
　 （相模中央キリスト教会牧師）

説教　和寺　悠佳
　　　 （大学宗教主任）

司式　大宮　　謙
説教　藤本　　満
　　　（高津キリスト教会牧師）

聖書（旧）：旧約聖書
聖書（新）：新約聖書　
讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（灰色） 575
Ⅱコリント 4：5～7
　　　　（新323頁）

「弱さに宿る力」

（灰色） 29

説教　岩上真歩子
　　　 （大学宗教主任）

聖　書

メッセージ

　　　　ワーシップ・ディレクター

 哀歌 3：22～24

　　　 （旧1272頁）
　

 　 「犬笛が吹かれるとき」
 　　島田　由紀
　    （大学宗教主任）

　　　　塩谷　達也
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